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問 教育総務課　☎5432-2745 FAX  5432-3028

「学校の設備・改築等」
129億6,542万１千円

●改築工事（池之上小学校）
●一部改築工事（瀬田小学校・八幡中学校）
●改築工事に伴う基本設計、実施設計 

（砧小学校・弦巻中学校・奥沢中学校）
●学級増等に伴う改修
●普通教室等エアコン更新

など

「DX推進方針等に基づく主な取組み」
13億2,140万５千円

●統合型校務支援システムの利便性の向上に
よる子どもと向き合う時間の拡充
（中学校へのデジタル採点システムの導
入、感染症システムとの連携　など）

令和６年度教育委員会の予算特集
教育費予算（教育委員
会所管分）が区の一般
会計を占める割合は約
9.9％
（前年度比1.2％増）

教育委員会が取り組むその他の主な施策

「教育総合センターの運営」
１億2,924万８千円

●STEAM講座を各学校において総合的な学
習の時間等にて実施
（小学校８校、中学校４校）

●青少年交流センターにおけるSTEAM教育
出前講座の実施
（実施場所　３施設）

●令和６年４月から日曜開館の実施
（開館エリア　えがおの森、屋外広場、研
修室）

「教育相談・特別支援教育の推進」
８億4,857万６千円

「みどりのまちづくり」
（幼稚園・小学校・中学校の緑化）

5,222万３千円

「教員の働き方改革」
10億5,942万３千円

●学校教育の質の維持・向上に向けた（仮称）
学校における働き方改革アクションプラン
の策定

●部活動の地域移行に向けた取組み
部活動地域移行トライアル事業の拡充
部活動支援員の謝礼増額

「小・中学生の国際交流」
5,090万２千円

●「日本でできる国内留学プログラム」
対象学年の拡充
令和５年度：小学校５・６年生

中学校２・３年生
計140人

令和６年度：小学校５・６年生
中学校１・２・３年生
計160人

●小・中学生姉妹都市交流事業
（バンバリー市、ウィーン市ドゥブリング
区、ウィニペグ市）

ほっとルームせたがYah!オンライン	 866万７千円
令和５年度より、不登校及び不登校傾向のある児童・生徒を対象
に、タブレット型情報端末等を利用したオンラインによる支援を実施
しています。
令和６年度から新たにメタバース環境を導入し、アバターを活用し
て、より気軽に参加しやすい環境を整備することで、支援の拡充を図
ります。

ほっとスクールの運営等	 9,700万円

世田谷区の令和６年度一般会計教育費予算額（教育委員会所管分）は、
前年度より52億2,448万４千円増（前年度比16.5％増）の368億8,909万６千
円となりました。
令和６年度を初年度とする世田谷区教育振興基本計画（令和６年度～10
年度）の教育目標「幸せな未来をデザインし、創造するせたがやの教育」
と４つの基本方針「新しい知を創造する」、「地球の一員として行動する」、
「多様性を受け入れ自分らしく生きる」、「共に学び成長し続ける」のも
と、実施計画（行動計画）に掲げる取組みを着実に推進していきます。
今号では教育委員会の予算の主な項目をお知らせします。

主要事業 「多様な学びの場や居場所の充実」
予 算 額 １億7,483万３千円
令和６年３月に策定した「不登校支援ガイドライン」に基づき、不登校の未然防止、早期発
見・対応、長期化した場合の支援などの取組みを実施します。

ほっとルーム（別室登校）	 2,390万３千円
学校に登校しているものの様々な事情から教室に入れず、保健室な
どの別室を居場所としている児童・生徒への支援を目的として、令和
７年度の全区立小・中学校への設置に向け、受入れスペースの確保に
係る環境整備を進めていきます。
令和６年度はこれまで設置していた１５校から６０校へ拡大します。

学びの多様化学校（不登校特例校）分教室「ねいろ」	 4,526万１千円
令和４年４月に世田谷中学校の分教室として学びの多様化学校（不
登校特例校）分教室「ねいろ」を開設しました。学びや学校生活への
意欲が高まってきた子どもたちのための正規の教職員がいる学校で
す。基礎的な学習を行うほか、一人ひとりのチャレンジ意欲や個性を
伸ばす教育活動を行っています。令和６年度から指導体制の充実に向
け、区独自採用の教員（会計年度任用職員）を配置します。また、令
和７年１月から学びの多様化学校分教室「ねいろ」における給食提供
を開始します。

「学校給食費等保護者負担の軽減」
33億1,545万６千円
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 教育ＤＸ推進の取組み状況
令和２年度より、区立小・中学校の全児童・生徒に、タブレット型情報端末（iPad）を配備してい

ます。また教員が効果的な指導を行うことができるようネットワーク環境の整備やICT活用能力向上の
取組みを推進しています。
教員は子どもたちの様子をiPadで瞬時に入力し、教職員で情報共有をすることで、連続した学びや

生活の支援ができるようになりました。
子どもたちが学びの主体として、学習課題に対して、どう学ぶかを自分たちで選択できるようになっ

ています。教室の中では、iPadを使って個人学習に励む子どもや、対話的に学ぶ子どもたちの姿を見
ることができます。
これからも子どもたちの学びをより充実したものとするために、ICT機器を活用してまいります。

問 教育研究・ICT推進課　☎6453-1506 FAX  6453-1534

児童・生徒が身につけた力や成長を振り返ることで、主体的
に学びに向かう力を育み、自己実現につなぐキャリア・パス
ポート。周囲の大人がキャリア・パスポートに書かれているこ
とをもとに紙面でやり取りしたり、直接対話したりすることが
大切です。
身近な他者である教員や保護者、地域の方が子どもたちの成
長を認めることで、児童・生徒が自己肯定感を高め、未来の自
分について前向きに考えることができます。

キャリア教育の推進に向けて

面談での活用 地域の方と

世田谷区では約10名のキャリア教育推進リーダーが活躍して
います。
５月２日には、区内幼・小・中学校の教員を対象に、推進
リーダーが講師となって研修会を行いました。

参考：キャリア教育リーフレットシリーズ　キャリア・パスポート特別編９　国立教育政策研究所（令和４年５月）

目標の決め方について振り
返ったことが２学期の目標に
つながりますね。

今日はわが子が学校で保健委員として
頑張っていることがよくわかりました。

２学期は行事が多いから、風邪
予防の取組みを考えています。

問 教育指導課　☎5432-2706 FAX  5432-3041

 区立小・中学校における学校給食費無償化の継続
区では、令和５年度にエネルギー価格・物価高騰に対する緊急的な措置として、区立小・中学校にお

ける学校給食費無償化を実施し、学齢期の子どもがいる保護者の負担軽減に取り組んでまいりました。
現在も物価の高止まりが続いているほか、子育て世帯への経済的支援や、義務教育の無償化を進める

といった観点から、国が無償化を実施するまでの間、令和６年度以降も区立小・中学校に在籍する児
童・生徒を対象とした学校給食費無償化を継続していきます。

問 学校健康推進課　☎5432-2697 FAX  5432-3029

世田谷区で取り組んでいる「キャリア・未来デザイン教育」の大きな柱として、キャリア教
育を推進しています。

「キャリア・パスポート」で
児童・生徒と対話的に関わります

キャリア教育推進リーダーの活躍
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「せたがやの教育」は世田谷区HP及び
広報紙閲覧サービス「カタログポケット」
（多言語翻訳・音声読み上げ機能）で読
むことができます。

カタログ
ポケット

世田谷区HP

私たちがめざす
乳幼児期の教育・保育の

５つの基本

子どもを権利の主体
（一人の人間）
として捉える

環境を通して
教育・保育を行う

子ども一人ひとりに
対する理解を基盤とする

育みたい資質・能力、
幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿を意識する

保育者が主体性を発揮する

○子どもの内なる声に耳を傾け、
思いをくみ取ります。

○子どもの人権に配慮し、保護者、
地域とともに子どもの育ちを守ります。

○子どもが安心して過ごせる環境をつくります。
○遊びを通して経験する充実感や
達成感を大切にします。

○子どもの生きる力の基礎を育みます。
○小学校教育との円滑な接続をめざします。

○保育者自身が保育を楽しみ、丁寧な関わり、援助を行います。
○専門性の向上に努めます。

○愛情をもって、子どもの心の動きと
心身の育ちを理解します。

○一人ひとりのよさや可能性に目を
向けます。

シーズン最終戦を控えた
越谷アルファーズの井上宗
一郎選手にインタビューさ
せていただきました。２ｍ
を超える身長はバスケット

ゴールも低く感じ、さらに「自分が下手
だと思っているからこそ練習する」「外
国人選手にも絶対に負ける気はない」と
いう強い信念を聞かせていただきまし
た。来シーズンのB１昇格も決定し、さ
らなる活躍に向けて応援しましょう！

編集後記

次号122号は令和６年12月に発行予定です。

世田谷区教育委員会
〒154-8504 世田谷区世田谷４-21-27　☎5432-1111㈹

 川場村産木材利用の推進
世田谷区と群馬県川場村では、昭和56（1981）
年に「区民健康村相互協力に関する協定」を締
結しており、現在、区立小学校５年生を対象に
川場村移動教室を行っています。
令和５年度、川場小学校との交流40周年を迎
えた千歳台小学校では、クラス増等の改修工事
にあわせ、仕上げ材の一部に川場産木材を利用
しました。
今後、他の小学校においても改修工事の機会
を捉え、川場村産木材利用の推進を図ります。

 区立小・中学校トイレへの
生理用品の設置

世田谷区立小・中学校では、在籍する児童・生
徒が必要な時に自由に使用できるよう、トイレに
生理用品を設置しています。

設置イメージ

設置場所
校内女子トイレ内個室や共用部分など女子児
童・生徒が利用する場所（設置状況は学校によっ
て異なります。）

問 生涯学習課　☎3429-4237 FAX  3429-4925

問 学校健康推進課　☎5432-2693 FAX  5432-3029問 教育環境課　☎5432-2722 FAX  5432-3029

開催期間 令和６年10月26日（土）～12月16日（月）
入場無料

郷土資料館では毎年秋に特別展を開催しています。今
回は区内でも住宅地として知名度の高い成城に焦点をあ
てます。成城のまちづくりに大きな影響を与えた1.成城
学園の移転、2.小田急線の開通、3.東宝撮影所の３つを
テーマとして、まちの移り変わりや暮らしの視点から成
城の歴史を紹介します。ぜひお越しください。

千歳台小学校
体育館トイレ前

千歳台小学校
体育館内の柱

成城の桜と銀杏並木

1.成城学園の移転 2.小田急線の開通 3.東宝撮影所

雑木林だった土地は、学園都市とし
て生まれ変わりました。

昭和２年（1927）、小田急線が開通し、
成城学園前駅が誕生しました。

東宝撮影所は周辺住民の大きな働き
口でした。

令和６年３月30日付で澁澤寿一氏が
教育委員（教育長職務代理者）に再任されました。

教育委員の再任を受けた澁澤です。この10年
で学びの在り方は大きく変わりました。教員か
ら生徒への一方的な「教える教育」から、皆が
気づき、学び合う「共に学ぶ共育」へ。学ぶ場
も、学校の中に留まらず、地域社会、ネットを
通して世界中へ・・・そして今、私たち人類は
「地球との共存」という大きな課題に直面して

います。どこにも答えがない、誰も経験したことのない問題で
す。世田谷の教育では、大人と子どもが協力して取り組もうとし
ています。「子どもは未熟な大人ではない」と世田谷区の教育大綱
にあるとおり、子どもは未来の担い手であり、人格を持ったパー
トナーです。区民の皆さんも是非、参加いただき、共に育ちなが
ら未来を切り拓いていきましょう。

令和６年５月18日付で知久孝之氏が
教育長に就任されました。

このたび、令和６年５月18日
付で世田谷区教育委員会教育長
を拝命しました知久孝之です。
世田谷区の教育の発展を担う職
責の重さを感じる一方で、生ま
れ育った世田谷区で、次代を担
う子どもたちの学びと成長に関

われることに期待を膨らませています。
急激に変化していく時代の中で、子どもたちが、
想定外の事態としっかりと向き合い、豊かな人生を
自分自身で切り拓いていける資質や能力を育んでい
けるよう、世田谷区の教育の充実に全力で取り組ん
でまいります。

 せたがやコンパスガイド
区では、乳幼児教育・保育施設において大切にしたいことや基本的な方針を示す羅針盤として「世田
谷区教育・保育実践コンパス」を令和３年12月に作成しました。
これを広く保護者や地域の皆さまと共有するため「せたがやコンパスガイド～世田谷区教育・保育実
践コンパス　保護者版～」を作成しましたので、ぜひご覧ください。

問 乳幼児教育・保育支援課　☎6453-1531 FAX  6453-1534

せたがやコンパスガイドは、
教育総合センター、各総合支
所、まちづくりセンターにて配
架しているほか、区ホームペー
ジからもご覧いただけます。

詳細につきましては、
二次元コードよりご確認ください

郷土資料館特別展
成城 100 年の歩み（仮）

info
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と
調ち

ょ
う

整せ
い

し
て
使つ

か

っ
て
い
ま
し
た
が
、

本
当
に
チ
ー
ム
メ
イ
ト
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
楽た

の

し

ん
で
い
ま
し
た
。
高
校
は
皆み

な

全ぜ
ん

国こ
く

か
ら
ス
カ
ウ

ト
で
来き

て
い
て
、
練
習
量り

ょ
う

も
多お

お

か
っ
た
の
で
、

と
に
か
く
も
う
や
る
し
か
な
い
と
い
う
感
じ
で

し
た
。
大
学
に
な
る
と
自じ

由ゆ
う

な
時
間
が
増ふ

え
た

分ぶ
ん

、
主し

ゅ

体た
い

性せ
い

が
大た

い

切せ
つ

に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
失し

っ

敗ぱ
い

し
て
の
繰く

り
返か

え

し

で
し
た
。

大だ
い

事じ

な
の
は
気き

持も

ち
の
部ぶ

分ぶ
ん

―
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
選
手
と
し
て
日
本
代
表
と

し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
秘ひ

訣け
つ
は

何な
ん
だ
と
思
い
ま
す
か
。

自
分
が
上う

手ま

い
と
は
あ
ま
り
思
っ
て
な
く
、

運う
ん

が
よ
か
っ
た
面め

ん

や
恵め

ぐ

ま
れ
て
い
た
部
分
が

あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
が
下
手
だ
と

分
か
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
高こ

う

校こ
う

生せ
い

の
時
か
ら

土ど

日に
ち

や
試
合
後
も
含ふ

く

め
て
、
ボ
ー
ル
に
触ふ

れ
な

い
日ひ

は
な
い
く
ら
い
毎ま

い

日に
ち

た
く
さ
ん
練
習
を
し

ま
し
た
。
そ
の
結け

っ

果か

、
今い

ま

で
も
自じ

主し
ゅ

練れ
ん

を
行お

こ
な

う

癖く
せ

が
つ
い
て
い
て
、
向
上
心
を
も
っ
て
練
習
に

臨
ん
で
い
ま
す
。

―
Ｂ
リ
ー
グ
や
日
本
代
表
の
試
合
で
は
身
長
や

体
格
の
大お
お
き
い
外が
い
国こ
く
人じ
ん
選
手
と
対た
い
戦せ
ん
す
る
こ
と

も
多お
お
い
で
す
が
、
何な
に
か
心こ
こ
ろ

掛が

け
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
や
は

り
大
事
な
の
は
気
持
ち
の
部
分
だ
と
思
い
ま

す
。
外
国
人
選
手
か
ら
す
る
と
日
本
の
選
手
は

甘あ
ま

く
見み

ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
に

対
し
て
自
分
の
気
持
ち
が
上う

わ

回ま
わ

ら
な
い
と
勝か

て

な
い
た
め
、
絶ぜ

っ

対た
い

に
負
け
る
気き

は
な
い
と
い
う

心
構が

ま

え
で
試
合
に
向む

か
っ
て
い
ま
す
。

―
井
上
選
手
が
チ
ー
ム
の
役や
く
割わ
り
と
し
て
心
掛
け

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

Ｂリーグ越
こしがや

谷アルファーズ所
しょ

属
ぞく

の井上宗一郎選手へインタビュー。世
せ た が や

田谷区
く

立
りつ

弦
つる

巻
まき

小
しょう

学
がっ

校
こう

・梅
うめがおか

丘中
ちゅう

学
がっ

校
こう

を卒
そつ

業
ぎょう

され、男
だん

子
し

バスケットボール日
に

本
ほん

代
だい

表
ひょう

に選
せん

出
しゅつ

されています。
シーズン最

さい

終
しゅう

戦
せん

を控
ひか

えた４月
がつ

19日
にち

にホームアリーナ越
こしがや

谷市
し

立
りつ

総
そう

合
ごう

体
たい

育
いく

館
かん

にて、これま
でのバスケットの経

けい

験
けん

や今
こん

シーズンのチームでのプレーなどについて語
かた

っていただき
ました。今

こ と し

年７月のパリ五
ご

輪
りん

での活
かつ

躍
やく

が期
き

待
たい

されます。

1999年５月７日生まれ。世田谷区立弦巻小学校、梅丘中学校卒業。Bリーグ「越谷アル
ファーズ」所属。各年代の日本代表に名を連ね、2023年度バスケットボール男子日本
代表としてFIBAバスケットボール ワールドカップ2023メンバー12名にも選出される。
越谷アルファーズでは2023-24SEASON B１昇格に貢献。恵まれた体格を活かしてゴー
ル下で体を張りつつ、３Pシュートを武器としたパワーフォワードとして活躍している。

チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
と
い
っ
て
も
一ひ

と
り人
ひ
と
り
み

な
役
割
が
違ち

が

う
の
で
、
ま
ず
は
自
分
自じ

身し
ん

の
役

割
を
遂す

い

行こ
う

す
る
力ち

か
ら

が
一
番
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

僕ぼ
く

だ
っ
た
ら
外
国
人
選
手
と
の
張は

り
合あ

い
や
ス

リ
ー
ポ
イ
ン
ト
シ
ュ
ー
ト
が
役
割
と
な
り
ま
す
。

み
ん
な
が
得と
く

点て
ん

を
決き

め
る
チ
ャ
ン
ス
！

―
昨さ
く
年ね
ん
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
の
日
本
チ
ー
ム

の
大だ
い
躍や
く
進し
ん
も
あ
り
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
始
め
た
い

と
思
っ
て
い
る
子こ

ど
も
た
ち
に
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

の
魅み

力り
ょ
く

を
教お
し
え
て
く
だ
さ
い
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
は
他ほ

か

の
競き

ょ
う

技ぎ

と
比く

ら

べ
て
、
個こ

人じ
ん

個
人
が
得
点
を
決
め
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
、
み

ん
な
が
楽
し
め
る
瞬し

ゅ
ん

間か
ん

が
多
い
と
思
い
ま
す
。

競
技
を
始
め
た
ば
か
り
の
頃
は
シ
ュ
ー
ト
が

入
っ
た
こ
と
か
ら
楽
し
さ
が
芽め

生ば

え
て
く
る
と

思
う
の
で
、
そ
の
よ
う
な
意い

味み

で
す
ご
く
面お

も

白し
ろ

い
と
思
い
ま
す
。

―
今
年
は
パ
リ
五
輪
も
あ
り
、
よ
り
一い
っ
層そ
う
バ
ス

ケ
ッ
ト
が
注ち
ゅ
う

目も
く
さ
れ
ま
す
が
、
井
上
選
手
の
意い

気き

込ご

み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

昨さ
く

年ね
ん

は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
Ｂ
リ
ー
グ
共と

も

に

個
人
的て

き

に
悔く

や

し
い
部
分
の
多
い
シ
ー
ズ
ン
だ
っ

た
の
で
、
本
当
に
心こ

こ
ろ

残の
こ

り
で
し
た
。
今
年
は
、

そ
の
悔
し
い
気
持
ち
を
バ
ネ
に
、
ま
た
挑ち

ょ
う

戦せ
ん

で

き
る
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
代

表
メ
ン
バ
ー
に
残の

こ

れ
る
よ
う
に
頑が

ん

張ば

っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

―
世
田
谷
区
の
子
ど
も
た
ち
に
向む

け
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願ね
が
い
し
ま
す
。

世
田
谷
区
に
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
も
含
め
て
い
ろ

い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
機き

会か
い

が
た
く
さ
ん
あ

る
の
で
、
遊
び
か
ら
で
も
い
い
か
ら
何
か
や
っ

て
み
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中な

か

で
も

チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
は
楽
し
み
な
が
ら
人ひ

と

と
の
関か

か

わ
り
方か

た

や
自
分
の
立た

ち
位い

置ち

・
役
割
を
決
め
て

い
く
こ
と
な
ど
、
自
分
の
た
め
に
な
り
成せ

い

長ち
ょ
う

で

き
る
の
で
、
ぜ
ひ
ス
ポ
ー
ツ
に
は
挑
戦
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

せたがやの星
ほ し

バスケットボール選
せん

手
しゅ

井
い の

上
う え

 宗
そ う

一
い ち

郎
ろ う

さん

第
だ い25回か い
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手手たた

だ
と
だ
と
分分わわ

か
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ

か
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ

向向こ
う
こ
う

上上じ
ょ
う

じ
ょ
う

心心し
ん
し
ん

を
も
っ
て

を
も
っ
て
練練れ

ん
れ
ん

習習し
ゅ
う

し
ゅ
う

にに
臨臨の

ぞ
の
ぞ

ん
で
い
ま
す

ん
で
い
ま
す
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